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１ はじめに 
 
教育研究技師部長 
 金子 修 
 
2011 年（平成 23 年）7月に教育研究技師部が発足してから 8年半が経ち、2018 年度に引
き続きまして、教育研究技師部年報（2019 年度報告）を刊行します。 
振り返りますと、1991 年に技師部が正式に発足され、1995 年（平成 7 年）に「電気通信
大学技術報告集」が初めて刊行されました。その後、2001 年（平成 13 年）に技師部が実質
的な独立組織として創設されたのを機に「記念特集号」が 2002 年に発刊され、それ以降
は、年度毎に「技術報告」として刊行が続けられてきました。その間に国立大学の法人化
（2004 年）、本学学部の改組、教員の一元化（2010 年）、学域制のスタート（2016 年）と大
きな改革が進められ、本学の技師部においても 2011 年（平成 23 年）7 月に新たに教育研究
技師部が発足しました。そして、中断していた「技術報告」も「教育研究技師部年報」とい
う形で 2019 年（2018 年度）に再開しました。 
上述の変遷の中で、技術職員は教育研究技師となり、全員が教育研究技師部の組織体系に
集約され、教員と連携、協働して教育と研究を効率的に支える体制へと大きく変わりまし
た。技師の上位職として学術技師が設けられ、教育および教育支援にもさらに積極的に参
画・貢献することが要請され、教員組織と同様に学術院の所属として位置付けられました。
このように大学改革の展開に伴い、教育研究技師部においても機能と役割を明確にし、学術
技師の一人ひとりが意識改革を行い、業務の効率化、組織運営の強化、技術の継承と向上に
努め、日々検討と研鑽を重ねています。 
一方、大学を取り巻く社会情勢も大きく変化し、そのことが大学の教育・研究にさまざま
な形で影響をおよぼしています。その中での一番の影響が、新型コロナウィルスの感染拡大
とその防止のためのさまざまな政策や社会的取り組みでしょう。とくに、大学の講義におい
ては、感染拡大防止のためのオンライン講義が主流になり、研究活動においても直接的な対
面の人的交流がシャットアウトされリモート形式での学会や研究会がメインとなりました。
このように、従来の形式が大きな変革をせざるを得ない状況で、アフターコロナを見据えた
教育と研究に教育研究技師部としても積極的に参画・検討を重ねていきたいと思います。 
ただ、このように，社会状況が変動するにしても、高等教育のグローバル化および知識集
約型社会へのパラダイムシフトが望まれるこれからの社会の展開に向け、本学の教育・研究
の活動が大きく貢献していくためにも教育研究技師部の支えが重要な役割をもつことを自覚
し、日々の業務に取り組んで参ります。 
これからの年報の刊行により、その教育研究技師部および教育研究技師の業務活動の一端
をご理解いただけましたら幸いです。  
2 
 
２ 組織 
２．１ 組織図 
２．２ 所属教育研究技師（2019 年度） 
 
髙田 亨  統括学術技師 
 
荒川欣吾  主任学術技師 
石井和広  主任学術技師 
竹内純人  主任学術技師 
早川義彦  主任学術技師 
矢﨑和幸  主任学術技師 
 
青木 猛  学術技師(技術主査) 
齋藤 悟  学術技師(技術主査) 
仙北谷直美 学術技師(技術主査) 
山口昭男  学術技師(技術主査) 
 
大家明広  学術技師 
大西邦弘  学術技師 
落合隆夫  学術技師 
梶川竜義  学術技師 
神水 摂  学術技師 
小林利章  学術技師 
笹倉理子  学術技師 
島 浩一  学術技師 
島崎俊介  学術技師 
菅 虎雄  学術技師 
田幡秀典  学術技師 
奈良岡雅人 学術技師 
藤本 甫  学術技師 
桃井恵美  学術技師 
和田紀子  学術技師 
 
金子克己  再雇用教育研究技師 
服部修二  再雇用教育研究技師 
水谷孝男  再雇用教育研究技師 
若月洋次  再雇用教育研究技師 
電気通信大学学術院
教育研究技師部
運営委員会 共通業務企画専門委員会
組織検討WG
職員研修実行WG
年報編集WG
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３ 活動 
３．１ 職員研修  
 
２０１９年度職員研修 
日  時：2019 年 9 月 26 日(木) 13：30 ～ 15：30 
主  催：教育研究技師部 
共  催：大学教育センター 
学生支援センター 
実験実習支援センター 
会  場：東 3号館 301 教室 
 
FD ワークショップ 
テーマ：学生とのコミュニケーションについて考える(３) 
【 概要 】 
 昨今の学生の多様化にともない、大学教育においてコミュニケーションは非常に重要な要
素となっている。 
 今回はワークショップ形式で具体的な事例などを参考に、参加者同士が積極的な意見交換
を行うことを目的とした。より円滑な意見交換を目指すため４名の先生方にアドバイザーと
してご協力いただいた。 
 専門の異なる先生方からの経験を活かしたアドバイスをいただきながら、ざっくばらんに
ディスカッションを行い、日頃の学生とのコミュニケーションにおける問題点などの共有と
解決を目指した。 
 当日、以下のテーマが参加者から提示され、ディスカッションを行った。 
 
・電通大生の SNS 交流について 
・レポートを出せない学生について 
・研究室に入ってから社会人になる前のコミュニケーション能力の教育について 
 
ワークショップ開催後、アンケートを行った。次回開催時の参考資料として活用する。 
 
アドバイザー： 
  岡田英孝先生（共通教育部健康・スポーツ科学部会） 
  松木利憲先生（共通教育部キャリア教育部会） 
  大内佑子先生（障害学生支援室） 
  阿部朋典先生（学生何でも相談室） 
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３．２ 実験実習研究会 
 
 教育研究技師は学術院に所属しており、特に実験実習教育には全員が携わり充実させてい
くことを目指している。 
 教職員の皆様からのご意見を頂き、本学の実験実習教育を更に発展させることを目的とし
て、この研究会を開催している。 
 実験実習研究会では、本学の実践教育プログラムおよび教育の質保証に対し、必要とされ
る広範な技術的な事柄、日々の授業の中の問題や改善など幅広いご討論をいただき、より良
い教育プログラムの提供を支援する一助としたいと考えている。 
「学生はどのように学ぶか」を中長期的なテーマとして、教育研究技師および学内外の識
者から、日頃の教育、実験実習に関する工夫や試みなどを発表し、討論する会としている。 
 
 
第 7 回 実験実習研究会 
主  催：教育研究技師部、実験実習支援センター 
共  催：大学教育センター 
     学生支援センター 
日  時：2019 年 9 月 26 日(木) 10:00 〜 11:15 
会  場：東 3号館 3 階 301 教室 
テーマ ：学生はどのように学ぶか(6) 
     学生が主体的に学ぶための仕掛けと試み 
     －風変わりな学生とのコミュニケーション－ 
 
 
【研究会プログラム】 
 10:00〜10:10 主催者挨拶 
 10:10〜10:40 "つかみどころのない"学生とのコミュニケーション 
－近頃出会う III 類型を中心に－ 
学生何でも相談室 阿部朋典先生 
 10:45〜11:15 発達障害学生とのコミュニケーション 
－社会的コミュニケーション障害とは－ 
障害学生支援室 大内佑子先生 
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" つかみどころのない" 学生とのコミュニケーション 
─ 近頃出会うIII類型を中心に ─ 
学生支援センター 学生何でも相談室 カウンセラー 阿部 朋典 
 
理系の大学でカウンセラーとして勤務をしていると，学生からの相談内容として多いもの
の一つに「授業の内容が理解できない」，「単位が取れない」というものがある。筆者は文系
の学部と大学院を卒業しているため，本学で勤務を始めた初期は「授業に出ているのに単位
が取れない」ということが理解できなかった。しかし，本学でカウンセラーとして勤務をし
ていると，友人関係や家族関係で悩む学生ばかりではなく，授業や研究などで悩む学生に多
く出会う。 
授業や研究で悩む理由が，純粋に学力不足なのであれば個別の対応である程度，学力を伸
ばすこともできるとは思うが，それだけではない学生が増えている印象がある。先生方もま
た，授業などを通して，つかみどころのない，なぜうまくいかないのかわからない学生と接
することが多いと思われる。今回の話題提供においては，カウンセリングを行う中で見えて
きた，”つかみどころのない”学生について，三つの類型を示したい。そして，それぞれの
類型の学生についてどのような接し方ができるか，先生方と一緒に考える一助となれば幸い
である。 
当日は，三つの類型として以下について話題提供をしたい。 
１．認められたい思いで苦しむ学生 
誰しも，親や友人，周囲の人から認められたい思い（承認欲求）がある。承認欲求は自己
実現に向かう大きな原動力となるが，それが過剰になると大学への適応に支障が出る。高校
までは学力面で高く評価されていたために自信を持ってきたが，大学に入り，自分が書いた
レポートが「評価をされない」という経験をすることで過度に傷つき，自信を失い，実験に
出ることや，レポートを出すことを諦めてしまう学生がいる。 
２．小集団に適応できない学生 
「グループワーク系の授業がもっとも苦手」だと語る学生は少なくない。小さい集団の中
で，相手の考えを参考にしながら自分の考えをまとめて伝えていくような経験は，社会に出
ていく上で必要とされるスキルであるが，これに対しての苦手さを強く持つ学生もまた多く
みられる。グループワークだけでなく，先生や先輩などに勉強のわからないところを「質問
する」ということについて苦手意識を強く持つ学生も多い。彼らは勉強でつまずくと，周囲
に質問ができないため，自分だけで苦しんで，そのままドロップアウトしてしまうことがあ
る。 
３．「めんどくさい」からやらない学生 
学力的には単位をとる力もある程度あり，周囲とのコミュニケーションをとることもでき
るが，授業への出席やレポート作成，研究活動などにおいて「めんどくさい」という思いに
負けて先延ばしをしてしまう。結果的に留年することになってしまってもあまり行動は改善
されない。アルバイトや友達づきあいなどは積極的に取り組んでいて，表面的には楽しそう
に過ごしている。  
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発達障害をもつ学生とのコミュニケーション 
電気通信大学学生支援センター障害学生支援室 大内 佑子 
 
自閉スペクトラム症（Autism Spectrum Disorde; ASD），注意欠如・多動症（Attention 
Deficit / Hyperactivity Disorder; AD/HD），限局性学習症（Specific Learning  
Disability; SLD），知的能力障害(Intellectual Developmental Disorder)などの神経発達
障症群はいずれも発達早期から存在するものである．しかし他者とのコミュニケーションや
対人関係のやりとりなど，社会的コミュニケーションと対人的相互反応の持続的な欠陥が主
な特徴である ASD は，社会的要求が限定された能力を超えるまで明らかにならない可能性が
あり，大学入学後に初めて機能障害として顕在化することも多い． 
ASD における社会的コミュニケーションや対人的相互反応の欠陥とは，１）対人的・情緒
的相互関係，２）対人的相互反応に使用される非言語コミュニケーション行動，３）人間関
係を発展させ維持すること，これらの欠陥として特徴づけられる． 
対人的・情緒的相互関係の欠如とは，他者とのかかわり，考えや感情を共有する能力の弱
さであり，自己紹介がうまくできない，挨拶をするタイミングをはかれない，自分の興味や
思考，感情を人に伝えることができず，また他人の関心の対象や思考についての話を聞くこ
とが難しい，などといった問題として現れる． 
言語を用いたコミュニケーションでは，意見を言う，感情を共有する，会話をかわすなど
という相互性を保つことが難しく，要求する，分類するといった一方的なものとなりやす
い．視線を合わせること，身振り，顔の表情，体の向き，または会話の抑揚などの非言語コ
ミュニケーション行動の欠如も認められる． 
大学生になって障害が顕在化するような ASD の場合では，言語を扱うこと自体に問題はな
いが，会話にいつどうやって参加するか，その場で何を言ってはいけないか，など複雑な社
会的手がかりを処理したり反応したりすることが必要な場面で，極端な苦手さが認められ
る．また会話において，非言語コミュニケーションを会話と協調させることが難しく，奇妙
な，無表情，または大げさな身体言語であるという印象を与えることがある．これも個人的
な状況化ではそれほど目立たないが，人前での発表などで顕著になる場合がある． 
多くの ASD 学生は，各個人の努力と障害された能力以外の能力により，大多数の人たちが
直感的に理解する対人的な事柄を意識して想像しようと努力し，いくつかの特定の場面で代
償的なやり方を獲得してこれまでの生活をやりくりしてきている．しかし文脈を読む力や周
囲の環境変化に応じて自身の行動を変化させる能力の欠陥により，特定の場面で獲得した代
償的行動は類似であっても別の新規場面で応用することは困難であり，ASD 学生は場面ごと
に新たにそれらを獲得していく必要がある． 
当日はこれら ASD における社会的コミュニケーションと対人相互反応の障害を念頭に，そ
の傾向をもつ学生とどのように関わっていくのかを検討したい． 
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３．３ 技術研究会 
 
 教育研究技師の日常業務、教育研究技師部の活動を知っていただくとともに、技術を広く
知っていただき活用していただくことを目的として技術発表会を開催してきた。さらに、2016
年度より問題点や改善点について教職員の皆様と共に議論を行うことによって、技術のさら
なる向上を目指すことを目的として技術研究会へと発展させてきた。 
2019 年度は 2018 年度に引き続き教育研究技師部の使命でもある技術の継承、後進の育成
にスポットを当て、「技術をどのように伝えるか、どのように学ぶか」をテーマに開催し、問
題点や課題等を参加者の皆様と共に考える会とした。 
 
 
２０１９年度教育研究技師部技術研究会 
日  時：2019 年 11 月 21 日（木）10:00～11:10 
会   場：西 10 号館 2 階 233 室 
テーマ ：技術をどのようにつたえるか、どのように学ぶか 
 
＜プログラム＞ 
司会：石井 和広 主任学術技師 
10:00～10:10 開会挨拶           教育研究技師部長   山口浩一 教授 
10:15～10:40 化学系の実験実習教育支援、及び全学の安全・環境保全に関する業務 
 実験実習支援センター 菅 虎雄 学術技師 
10:45～11:10 学生実験運営 ＷＧ の発足と今後 
実験実習支援センター 〇早川義彦 主任学術技師, 
矢崎和幸 主任学術技師,落合隆夫 学術技師, 
島崎俊介 学術技師,和田紀子 学術技師  
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化学系の実験実習教育支援,及び全学の安全・環境保全に関する業務 
実験実習支援センター 菅 虎雄 
 
2014 年 4 月に電気通信大学（以下,本学）に着任後,6 年目を迎え日々,業務にあたって
いる.日頃の業務内容を原点に立ち帰りながら紹介する. 
2019 年度の担当業務は, 教育業務が学生実験を前期 1 科目と後期 1 科目（各々,化学生
命工学実験第一,第二）を担当している.  2016  年度より,本学学科改組の関係で情報理工
学部先進理工学科生体機能システムコースは情報理工学域 III 類化学生命工学プログラム
となった. 授業内容としては, それまで同コースで開講されていた生体機能システム実験を
化学生命工学実験と読み替えて実施することになったので大きな変更はなかった. 本授業科
目は着任直後に十分な引き続きが行われず,手探り状態での授業担当となった. できるこ
と・小さなことから,実験課題の開発に至るまで様々な工夫,改善等を行ってきてなんとか
「かたち」になってきた. とはいうものの,まだまだ改善点や課題は多く,より積極的な貢献
が求められている. 
教育支援業務として東 6 号館化学系実験室の管理を担当している. 東 6 号館の化学系の
学生実験で使う部屋・装置は, 学生実験における利用はもちろんであるが, 授業日以外で
は, 各種測定機器などの理化学機器を基盤理工学専攻の各研究室向けに開放し, 利用してい
ただいている. 報告者はそれら実験室, 測定室関連の保守管理も担当している. また, 夏
季, 春季の長期休業時は学生実験室を本学の公開講座などにも利用していただいている.  
特にこの数年,高大接続関連のプロジェクトが多くなってきている.例えば,高校生の施設見
学などに付随して行われる化学実験体験などの際には化合物の合成から確認まで, 手元で行
うことができ,比較的短時間で完了するようなものが, 適であると考えられる. 将来的には
高大接続の流れは入試改革も伴い,更に活況になるとおもわれる. 
全学業務として安全・環境保全室員, 同薬品管理部門員, 又, 衛生管理者として作業場等
の巡視等を担当している. 薬品管理部門員としては,薬品管理支援システム IASO の窓口業
務を中心に行い, 今年度は消防署の危険物関連の査察と東京都の毒物及び劇物の立入調査が
行われ,それらの対応にも従事した. 各種データの抽出,まとめ,現場対応等,幅広く対応し
た. 学生はもちろんではあるが, 教職員に対する各法令遵守への理解を促す取り組みも必要
であると痛感した. 今後, 全学的な安全管理組織の発足も見据えながら現場経験を重ねてい
く必要があると考えている. 
研究設備センター業務として低温部門の業務を保安係員として携わっている. 業務内容と
してはヘリウムガス液化業務,液化ヘリウム等供給などの寒剤供給関連と高圧ガス関連保安
業務,機器分析センター協議会関連業務などがあり, 他大学の技術職員との交流の機会も多
くある. 
全体と俯瞰すると, 技術開発や技術の継承にはあまり寄与できていないという課題が炙り
出された. 特に化学物質に関する安全教育について, 学生はもちろんではあるが, 教職員に
対しても必要であり, 対応が急務であると考えられる. 
電気通信大学 教育研究技師部 2019 年度報告 
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 学生実験運営 WG の発足と今後 
実験実習支援センター 矢崎 和幸，早川 義彦，和田 紀子，落合 隆夫，島崎 俊介 
 
学生実験の円滑な運営には教員と教育研究技師の連携が不可欠である．しかし現状では学
生実験の運営などについて検討する体制が技師の側にはないため，担当種目ごとの意見交換
しか行われていない状況である．そこで，教育研究技師が学生実験の運営など学生実験につ
いて広く考える“学生実験運営 WG”（以下，WG と記す）の設置を実験実習支援センター運営
委員会に申請し，今年度 9月に承認された． 
WG を設置する目的として，個々で考えてきたアイデアや提案に対する第三者の意見が求
めることができ，教員に対する教育研究技師の窓口が明確になるため，教育研究技師への依
頼なども行いやすくなり実験運営がより円滑になるものと考えられる． 
今年度 WG を発足して電気電子回路分野を設置し，実験実習支援センターで管理している
西 8号館 3階実験室で行っている実験実習について検討した． 
今年度発足した WG のために活動期間が短いが，今年度活動の一部として理工学基礎実験
のテキスト改訂や西 8号館改修工事を考慮した実験日程の提案等を行った． 
今後，他の分野でも同様の活動を行う場合においては，必要に応じて WG の下に専門部会
のようなものを置くこととし，設置の判断は WG にて行うこととする．これにより部会設置
のハードルを下げ，教育研究技師のより活発な活動に繋げていきたいと考えている． 
現在の WG は主に西８号館の実験室で行われるⅢ類の学生実験を担当する教育研究技師数
名とし，コアメンバーとしながら必要に応じて他の教育研究技師にも参加を促し，教育研究
技師間の積極的な意見交換の場となることを期待している． 
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３．４ 部内報告会 
 
部内報告会は、平成 28 年度より開始された。平成 29 年度まで技術発表会が同時期に行わ
れていたが、同年度より 2 回行われていた技術発表会が第 1 回目を技術研究会、2 回目を部
内報告会としてスタートした。技術研究会が学内外に向けて案内され、幅広い参加者を募る
のに対して、教育研究技師部内に閉じた会としている。この会では、業務の報告が中心とな
る。具体的には、プロジェクトや取り組みなどの経過報告や出張報告などが実施されている。
その他、奨励賞受賞者紹介や退職者の挨拶も随時実施される。 
2019 年度は学外の多くの研究会が中止されたのに伴い、予定されていた学外発表や出張報
告を見送った。 
新型コロナウイルスの感染拡大に伴い、予定していた会場ではなく換気を行いやすい会場
に変更し、当日は座席間隔を空け、参加者はマスクをするなど感染予防対策を行ったうえで
の開催であった。 
 
２０１９年度教育研究技師部 部内報告会 
日  時：2020 年 3 月 26 日（木）10:00～11:20 
会  場：A 棟 101 室 
司  会：竹内 純人 主任学術技師 
＜プログラム＞ 
・部内活動等報告 
 10:05 ～ 10:20 『Internet Week 2019 
 インシデント対応ハンズオン 2019 参加報告ほか 』山口昭男 技術主査 
 10:25 ～ 10:40 『教育研究技師部 年報作成について 』 
       神水 摂 学術技師 
・退職者挨拶 
 10:50 ～ 11:20                      矢崎 和幸 主任学術技師 
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３．５ オープンキャンパス 
 
令和元年度第一回オープンキャンパ
ス企画「キャンパスツアー」実施につい
て報告する。 
今年度は東地区３コース、西地区１
コースを技師 18 名で担当した。 
 
実施日時：2019 年 7 月 15 日（月祝） 
 11:00 ～ 16:00（受付 15:00 迄） 
 
キャンパスツアー参加者は以下のとお
り。 
 
 
参加者内訳 
○東地区  ○西地区 
参加
者数 
見学場所  
参加
者数 
見学場所 
A コース B コース C コース 
無回
答 
 
西８
倒立
振子 
西 9 
IED 
無回
答 
基礎
実験
B 
東 6 -
2F 
機械
工場 
東 6 -
7F 
D 棟-
1F 
IED 
 
保護者 
男 40 10 10 10 8 12 13 2  13 9 12  
女 76 22 15 17 14 22 21   29 8 25 1 
合計 116 32 25 27 22 34 34 2  42 17 37 1 
小学生 男 1 0 1           
中学生 
男 5 0   1 2 4       
女 6 2 1  1 1 3       
合計 11 2 1  2 3 7       
高校生 
1 年  男 21 8 8 5 3 4 3   12 11 10  
女 13 1 3 3 1 3 3 1  2 1 2  
小計 34 9 11 8 4 7 6 1  14 12 12  
2 年  男 37 10 7 12 6 4 11 1  11 2 11  
女 22 2 3 5 5 4 7   4  4  
小計 59 12 10 17 11 8 18 1  15 2 15  
3 年  男 40 10 11 8 4 8 11 4  9 5 7  
女 6 3 3 1 3     1 1 1  
小計 46 13 14 9 7 8 11 4  10 6 8  
不明  男 3 1    1 1   3 2 3  
女 3     2 1       
合計 145 35 35 34 22 26 37 6  42 22 38  
予備校生 男 2  1 1 1         
社会人 男 1    1 1 1       
その他 女 1     1 1       
合 計 276 69 62 62 48 65 80 8  84 39 75 1 
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３．６ 研究活性化支援システム業務改善プロジェクト 
小学生のためのプログラミングワークショップの実施 
代表者 笹倉 理子 学術技師 
 
概要 
「小学生のためのプログラミングワークショップ」は、2017 年度より報告者が実施している
地域貢献活動である。報告者の担当するプログラミング教育からテーマを選択し、小学生向け
と、小学生を指導する指導者向けの２種類の講座を実施している。本報告は、この取組に関する
2019 年度の報告である。 
 
実施報告１「夏休みこども（親子）プログラミングワークショップ」 
 「夏休みこども（親子）プログラミングワークショップ」は、本学の高大接続事業で開発し
た micro:bit を用いたプログラミング教材を利用して2017年度より実施している子供向け
の体験的プログラムである。2019年度は、従来の小学校３年生以上のワークショップに加え
て、幼児から体験できる親子プログラミングワー
クショップ（図 1・左）および、簡単な電子工作
を取り入れたワークショップ（図 1・右）、クリ
スマスワークショップの合計４回を実施した。い
ずれも多数の応募があり抽選で参加者を決めた。
実施概要は表 1のとおりである。 
 
表 1 「夏休み⼦供プログラミングワークショップ」の実施概要 
① タイトル 夏休み親子プログラミング・ワークショップ －プログラミングを始める前に－ 
対象/定員 一般市民（年長から小学2年生）とその保護者（18歳以上）/ 5組 
 日 時 2019年7月20日（土曜日）11時00分から11時45分まで 
内 容 micro:bit の画面にアイコンを使ったアニメーション表示させる体験。 
② タイトル 夏休み子どもプログラミング・ワークショップ －はじめてのmicro:bit－ 
対象/定員 一般市民（小学校3年生から6年生）/ 10名 
日 時 2019年7月20日（土曜日）13時00分から14時30分 
内 容 micro:bit の基本と、micro:bit を使って簡易なリモコンを作成しテーブルランプを操作する体験。 
③ タイトル 休み子どもプログラミング・ワークショップ － micro:bitでLEDを光らせよう！－ 
対象/定員 一般市民（小学5年生から中学生）/ 10名 
日 時 2019年7月22日（月曜日） 10時00分から12時00分、13時00分から15時00分 
内 容 小学生レベルの電気の学習をふまえて、LEDの点灯などを扱うプログラムの作成と実験に使用したLEDと粘土
とトレーシングペーパを用いて簡単なルームライトを作成する体験。 
④ タイトル 夏休み親子プログラミング・ワークショップ －プログラミングを始める前に－ 
対象/定員 一般市民（年長から小学2年生）とその保護者（18歳以上）/ 10名 
日 時 2019年12月21日（土曜日）10時00分から11時30分 
内 容 クリスマスをテーマにした題材で、micro:bit の基本演習の体験。 
 対象に幼児をいれた子どもプログラミングワ
ークショップ（表１①）の実績から、2020年２
月には、キャンパスクリエイトのコーディネー
トで「よみうりランド」において４歳〜小学２
年生を対象としたプログラミング教室を実施す
ることができた（図 2）。 
図 1 夏休みのワークショップの様⼦ 
図 2 よみうりらんどぷろぐらみんぐきょうしつ 
電気通信大学 教育研究技師部 2019 年度報告 
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 実施報告２「子どもに教える方のためのプログラミング教室」 
「子どもに教える方のためのプログラミング教室」は、2020 年からの小学校段階からのプロ
グラミング教育導入へむけて、子どもを対象とするプログラミング教育がどのようなものか
を体験的に学ぶ目的で企画した教員向けの研修である。この講座は小学校教諭・教員志望者
など教育にかかわる方を対象とする。2019 年度については、従来の研修の考え方は変更せず, 
micro:bit の演習に絞った内容に変更して実施したところ、micro:bit を授業に取り入れて
いる計画のある学校で活動する ICT 支援員の方の参加があった。実施概要は表 2 のとおりで
ある。なお、2019 年度は、新型コロナウイルス感染症（COVID-19）の感染拡大の対策として、
３月に実施予定であったプログラミング教室を中止した。 
 
表 2 「⼦どもに教える⽅のためのプログラミング教室」の実施概要 
タイトル 子どもに教える方のためのプログラミング教室 
対 象 小中学校教員をされている方など、子どもの教育に携わる方、また将来携わりたい方 
定 員 20名 20名 
日 時 2019年8月24日（土曜日） 
9時30分から15時00分 
（昼休み：11時40分から12時50分） 
2020年3月28日（土曜日）※中止 
10時00分から15時30分 
（昼休み：12時10分から13時20分） 
概 要 micro:bit の基礎 
前半は小中学校の授業でも用いられるマイコン micro:bit を使ったプログラミングの基本に
ついて指導した。また、後半は、小中学校の学習内容との関係にも配慮して、micro:bit を使
ったさまざまな、活動をグループに別れて実施した。 
[紹介した活動] 
 （国語 / 図工）パラパラアニメを作ろう 
 （理科 / 図工）LEDを使ったルームライトを作ろう 
 （理科）電気が通るものと、通らないものをみわけよう 
 （理科）磁石につくものと、つかないものをみわけよう 
 （理科）リモコンを作成して、ルームライトを操作しよう 
 
まとめと今後の展望 
2019 年度のワークショップは、いずれも好評のうちに終えることができた。昨年課題となった、子
どものワークショップでは夏休みの自由研究につながる活動として、micro:bit を使ったリモコンの演
習や、LED を使った工作を含む１日講座を実施したところ、たいへん好評であった。 
この数年で、子どものプログラミング教育をめぐる環境は大きく変化しており、子供に習わせたい
習い事にも「プログラミング」の名前が上がるようになった。また、小学校でもプログラミングを授
業に取り入れる学校が増えてきている。本活動では、このような状況を踏まえて、小学校では扱いに
くい題材をテーマに教材を開発して、これからも活動を続けていく計画である。2020 年度は様々な活
動が制限されることが考えられるが、これまで実施してきた活動を中心に、小学校への協力など、そ
の時々にあわせた活動を実施したい。 
 
外部発表実績 
発表：「子ども向けプログラミングワークショップと指導者向けプログラミング講習会の実
施」実験・実習技術研究会 2020（2020 年 3 月 18-20 日、鹿児島大学）（https://tech.eng.kagoshima-
u.ac.jp/2020/index.html） ※COVID-19 感染防止のため現地開催は中止となった。  
 
 
14 
３．７ 取組み 
技術協力・相談 
代表者 早川 義彦 主任学術技師 
共同実施者 金子テクニカルスタッフ、梶川学術技師、神水学術技師、 
仙北谷学術技師、奈良岡学術技師 
 
これまでの活動状況 
この「技術協力・相談」は、各部局や教員お
よび学生から相談、依頼等を受ける窓口とし、
教育・研究支援活動を教育研究技師部として行
い、これらの活動をまとめて学内に成果を示す
ことを目的に活動している。 
今年度の広報活動の一環としてポスター 
を更新し、学内各所に掲示して活動継続につい
て広報している。 
 また利用者の利便性を考慮として、過去の相
談事例として Q&A コンテンツを作成し、相談者
に対し事例紹介や自己解決を図る手段として公  図１ トップページ 
開した。 
 相談や依頼案件としては ICT 関連、機械関連 
が多く、その中でも PC やルータ等に関する相
談が多くを占め、その他一部に機械工作等に関
する相談がある状況である。 
 依頼対応の手続きとして、相談者より問合せ
があった際は相談内容より担当者を決め、以降
はその担当者間で解決を図るが、必要に応じ他
スタッフの協力を求めて早期解決を図るように
努めている。 
 
次年度の活動計画 
 次年度の活動計画としては、以下を検討して
いる。 
○ 広報活動の継続    
○ 技術的な相談や技術協力等の支援活動の
継続   
図２ 広報ポスター 
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４ 業務紹介 
仙北谷直美  学術技師(技術主査) 
実験実習支援センターを担当しています。 
「教育支援業務」として情報学専攻情報教育演習システムメディア分析・ＣＧ制作演習シ
ステム計算機室の管理および授業・実験へのサポート業務を行います。業務内容としては 
情報学専攻情報教育演習システムメディア分析・ＣＧ制作演習システム計算機室は vThrii 管
理のもと学生用クライアントＰＣ３０台、管理用クライアントＰＣ１台、入出力用ＰＣ１台
の構成です。これらのシステム定期メンテナンス及び更新作業を年間通して行います。 
「教育業務」として以下の業務を行います。 
１．知能機械工学基礎実験Ⅰ「風洞実験」 
業務内容は実験テーマ「風洞実験」を教員１名と共同で担当し主に以下の業務を行います。
「煙風洞」を使用して風洞観測部の流速検定、風洞内に配置した円筒周りの圧力測定、各種
物体周りの流れの可視化を行い、実験装置の実験中の交換、測定器の設定、測定データの画
像処理、学生への対応等を行います。風洞に付随する煙発装置のメンテナンスも行います。 
２．スーパー連携大学院授業サポート業務 
業務内容は Hangout Meet を導入した授業のライブ講義及び OBS Studio を使用したオンデマ
ンド収録動画のサポートを行います。導入したシステムの概要は以下です。 
基本機材構成：配信用ＰＣ１台、講師用ＰＣ１台、キャプチャ UsbBox（講師用ＰＣの画面収
録）１個、ビデオキャプチャ（講師の映像、音声収録用）１個、ＶＧＡ分配器（講師用ＰＣの
画面をキャプチャ Box とプロジェクタへ表示させる）Hangout Meet を開始して外部の学生も
Hangout Meet へ参加して授業のライブ講義を受講させます。ライブ講義に参加している学生
からの対話による応答も可能でメッセージによる対応も可能です。OBS Studio で収録した授
業動画をYou-tubeに uploadして後にLMSからオンデマンド動画として視聴可能となります。 
 
神水 摂 学術技師 
研究設備センターを担当しています。研究設備センターは、基盤研究設備部門，先端研究
設備部門，低温部門，動物実験支援部門の 4 部門からなり、多くの大型設備，基盤設備を管
理しています。それらは学内の教職員、大学院・学部学生等に広く開放・利用されており、一
部設備は学外への開放も行っています。そのうち基盤研究設備部門の、有機元素分析装置，
絶対 PL 量子収率測定装置，フラッシュ法熱物性測定装置，の管理を教員と共に行っていま
す。センター運営業務として、基盤研究設備部門の 34 設備の情報を整理し、一覧の作成や更
新、運営会議等の資料（会計報告，予算案，稼働状況調査など）の作製、出版物（報告書・パ
ンフレット）の編集等を行っています。 
他に、教育業務として実験実習（基礎科学実験 A）を担当し、実験概要と方法の説明、レポ
ートの講評・採点を行っています。担当する実験テーマは年度によって異なります。一昨年
度までに、光電効果，ヤング率，粘性率と表面張力，エア・トラックによる力学測定，重力加
速度の測定を担当しました。昨年度は、エア・トラックによる力学実験に加え新たに、音の
共鳴，光のスペクトルを担当しました。 
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青木猛  学術技師(技術主査) 
 ものつくりセンター電子回路設計部門の業務を主に担当しています。電子回路設計工作部
門は、「電子回路設計工作設備を有し、教育および研究の用に供するとともに保有する電子回
路設計工作設備の全学的な有効利用の促進ならびに電子回路設計工作の教育に貢献すること
により電気通信大学の教育研究活動の一層の進展に資すること」を目的としています。 
 電子回路設計部門での日常業務は以下のようになります。 
1.電子回路設計工作室に設置されている工作機械・機器、ならびに工具等の保守・管理 
2.本学で行われている研究・教育活動で使用される機器、装置等の製作ならびに製作相談 
3.電子回路設計工作室利用者への技術指導及び安全指導 
4.ものつくりセンター電子回路設計工作部門の運営 
5.本学サイトライセンス LabVIEW のライセンス管理ならびに運営補佐 
 実際の業務では、電子回路の製作依頼や相談にとどまらず、電子回路＋αとなるような教
育研究用機器の開発相談、試作などを行っています。 
 この他、2019 年度より、実験実習支援センターの技師 2 名とともに「機器３R プロジェク
ト」を立ち上げ、学内で不要となった計測機器や精密装置のリユース・レンタル・リペアを
支援するリサイクル活動に取り組んでいます。 
 
山口昭男  学術技師(技術主査) 
情報基盤センターを担当する教育研究技師として、学内の情報基盤や同センターが運営し
ている情報処理教育用の演習教室、各種サービスに対する管理や保守等の業務に従事してい
ます。また、最近では学内の情報セキュリティインシデントに対応するために組織された UEC-
CSIRT の構成員となり、セキュリティ関連の業務にも携わっています。 
情報基盤センターの業務は多岐にわたりますが、主に従事している業務として、有線・無
線を問わず学内ネットワークが正常に運行されるためにスイッチ等のネットワーク機器の監
視や管理、東３号館の１階や図書館などに設置されている教育用端末の管理や保守、ホステ
ィングサービスであるバーチャルドメインサーバの管理や保守、有償サービスに関わるシス
テム周りの管理などがあります。また、同センターが導入している様々なサーバやウェブシ
ステム等から日々通知されるログ等の情報を確認し、障害が発生していないかを監視するこ
とを行っています。他にも学内の方々からの技術的な問い合わせに基づいて調査し、回答す
ると言ったことも行っています。 
UEC-CSIRT の業務は、情報基盤センターの業務と密接に関連していて、同センターが導入し
ているセキュリティ機器の各種情報、メールやウェブサーバなどのログを確認し、学内で不
審なことが行っていないか、あるいはサーバ等の設定で不備が無いかを調査します。もし、
問題が見付かれば UEC-CSIRT 内で対応を協議し、関係者との間で対処しています。他にも学
外のセキュリティ機関などから届くインディケータ情報を基に学内でセキュリティインシデ
ントが発生していないか調査し、被害を未然に防止するなどの対応も行っています。 
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５ 退任のご挨拶 
セカンドライフ始めました！ 
矢崎 和幸 主任学術技師 
 
年報に退任の挨拶を載せるという依頼をいただきました。退職後だいぶ時間も経ちました
のでちょっと志向を変えた挨拶にしようと思います。少しお付き合い頂けると幸いです。 
退職に伴い宿を開業することになりました。まずはこの新たな試みについて書かせていた
だきます。 
両親が高齢になりそろそろ実家のある長野県に戻ることを考えていたところ、「白馬村で
20 年続いた宿が廃業するため引き取り手を探している」という話を友人が届けてくれまし
た。私が昔から宿泊業に興味を持っていたことを知っていた友人が情報を持ってきてくれた
のです、話を聞いてみないか？と。ところがちょうどその頃は職員研修 WG や学生実験の新
たな試みなどで仕事が忙しくまた面白い時期でした。そのため一度は断ろうと思いました
が、宿をやりたいと思っているのに何も準備をしていない事に今更ながらに気付き、取り敢
えず話だけでも聞いてみようと思ったのが事の始まりでした。 
電通大を離れ、あっという間に半年が過ぎようとしています。白馬での新生活は快適で、
毎日楽しく過ごしています。 
8 月には初めてのお客様を迎えました。そして！新たな試みとして隣町の自動車教習所の
合宿教習の宿として教習生を受け入れることになりました。宿泊料金がとてもとても安く設
定されているため正直採算が取れるかは分かりませんが、大学で付き合ってきた年代の子が
来るので楽しみでもあります。 
先日初めて教習生を迎え入れ１週間が経ちました。生活が一変し（何より朝が早い！）
色々と大変ですが、お金を稼ぐ大変さを改めて痛感しています。それにしても大学を退職し
た後も学生と付き合いができるとは思ってもいませんでした。これは嬉しい誤算です。 
コロナ禍で集客がほぼゼロなのは大変ですが、これはどんな商売でも同じでしょう。 
東京の様子はニュースで、電通大の様子はメールで、何となくですが情報を得ています。 
白馬に来た頃は周りから「大変な時に始めたね」とよく言われましたが、宿業はコロナ禍
を忘れるくらいにやることがいっぱい！ある意味恵まれています。 
こんな生活＆この時期だからこそですが、改めてコミュニケーションの大切さを感じま
す。こちら（田舎）では通りすがりの人や、通学する学生さんとよく挨拶を交わします。知
らない者同士が自然と挨拶を交わす。田舎では当たり前のことですが、とても大切なことだ
と改めて気付きました。 
思えば私が主査として職員研修に携わってきた間も、学生と付き合う上でコミュニケーシ
ョンが何より大切と思ったので、手を替え品を替え研修ネタにして頑張って来ました。 
コロナ禍の影響で大学の教職員は今まで以上にコミュニケーション力が必要になると思い
ます。みんなでコミュニケーションをとりながら、何よりも学生ファーストで頑張っていた
だきたいと思います。応援しています。 
ここ 近は GoTo トラベルキャンペーンへの対応やら、補助金の申請やらで PC の前にいる
ことが多いのですが、技師時代に苦労した予算獲得や諸々のプレゼンの経験などが思いもよ
らず役に立っており、何事も経験だと改めて感じています。 
技師の仕事はとかくルーチンワークになりがちですが、どんどん新しいことにチャレンジ
してスキルアップに励むことがとても大事なことだということも、大学を離れてから気付き
ました。当たり前のことを当たり前とせず、先を見て進んで行くと何かしら違った風景が見
えてくると思います。コロナの影響はあらゆるところに及んで大変だと思いますが、頑張っ
てください。白馬の地から応援しながら、みなさまのお越しをお待ちしています。 
後に宿の宣伝を… 
B&B スタイルの宿 えん 
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